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高
貴
な
る
技
、
錬
金
術
、
あ
る
い
は
キ
ミ
ア
の
探
究
─
解
題
に
か
え
て

ヒ
ロ
・
ヒ
ラ
イ

　

本
書
はLaw

rence M
. Principe, T

he Secrets of A
lchem

y 

（Chicago: U
niversity of Chicago Press, 2013

）
の
全
訳
だ
。

発
表
以
来
、
世
界
的
な
成
功
を
お
さ
め
て
い
る
原
著
に
副
題
は
な
い
が
、
読
者
へ
の
配
慮
か
ら
「
再
現
実
験
と
歴
史
学
か
ら
解
き
あ

か
さ
れ
る
『
高
貴
な
る
技
』」
と
い
う
副
題
を
く
わ
え
た
。

　

著
者
は
、
ア
メ
リ
カ
東
海
岸
ボ
ル
チ
モ
ア
の
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
の
シ
ン
グ
ル
ト
ン
前
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
所
の
所

長
で
、
科
学
史
の
教
授
で
あ
る
と
同
時
に
化
学
の
教
授
で
も
あ
る
。
そ
の
業
績
は
、
ア
メ
リ
カ
は
い
う
に
お
よ
ば
ず
、
世
界
各
国
の

さ
ま
ざ
ま
な
学
会
か
ら
表
彰
さ
れ
、
現
在
も
っ
と
も
成
功
し
て
い
る
科
学
史
家
の
一
人
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
数
あ
る
著
作
の
な

か
で
も
、
本
邦
で
は
『
科
学
革
命
』（
丸
善
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
が
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
れ
は
非
常
に
か
ぎ
ら
れ
た
紙
幅

で
科
学
革
命
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
を
論
じ
た
画
期
的
な
入
門
編
だ
。
そ
れ
に
た
い
し
て
本
書
は
、
三
〇
年
に
わ
た
る
研
究
の
集
大

成
と
な
っ
て
い
る
。

　

著
者
の
出
発
点
は
、
一
九
八
七
年
の
デ
ビ
ュ
ー
論
文
「
錬
金
術
に
お
け
る
化
学
的
な
翻
訳
と
不
純
物
の
役
割
」
で
あ
り
、
こ
の
研

（
1
）　

原
著
はT

he Scientific R
evolution: A

 V
ery Short Introduction （O

xford: O
xford U

niversity Press, 2011

）
だ
。
ち
な
み
に
著
者

は
、
父
方
の
祖
父
が
イ
タ
リ
ア
か
ら
の
移
民
で
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
式
に
「
プ
リ
ン
チ
ー
ペ
」
と
長
音
で
発
音
す
る
こ
と
に
誇
り
を
も
っ
て
い
る
。
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究
分
野
で
は
非
常
に
珍
し
く
実
験
室
で
の
再
現
操
作
を
一
七
世
紀
初
頭
の
テ
ク
ス
ト
の
分
析
と
密
接
に
絡
め
て
い
る（

（
（

。
こ
こ
で
の
成

果
は
、
本
書
の
要
で
も
あ
る
第
六
章
の
も
と
に
な
る
。
つ
づ
い
て
著
者
は
、
科
学
革
命
期
の
英
国
で
活
躍
し
た
ロ
バ
ー
ト
・
ボ
イ
ル

の
未
公
刊
の
手
稿
群
に
ラ
テ
ン
語
の
対
話
篇
を
発
見
し
、
そ
の
分
析
結
果
を
出
版
す
る
。
そ
れ
が
最
初
の
著
書
『
達
人
志
望
：
ロ
バ

ー
ト
・
ボ
イ
ル
と
錬
金
術
の
探
究
』（
一
九
九
八
年
）
と
い
う
衝
撃
作
だ（

（
（

。
さ
ら
に
刊
行
計
画
が
進
ん
で
い
た
ボ
イ
ル
の
新
全
集
と
書

簡
集
の
編
集
に
大
き
く
関
与
し
た
の
ち
、
著
者
は
錬
金
術
研
究
に
お
い
て
現
在
の
双
璧
を
な
す
Ｗ
・
Ｒ
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
と
コ
ン
ビ
を

組
む
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
出
身
の
キ
ミ
ス
ト
で
あ
る
ス
タ
ー
キ
ー
と
ボ
イ
ル
の
共
同
作
業
を
あ
つ
か
っ
た
『
火
で
試
さ
れ
る
錬
金

術
：
ス
タ
ー
キ
ー
、
ボ
イ
ル
、
そ
し
て
ヘ
ル
モ
ン
ト
主
義
キ
ミ
ア
の
命
運
』（
二
〇
〇
二
年
）
を
発
表
し
、
ス
タ
ー
キ
ー
の
残
存
す
る

貴
重
な
実
験
ノ
ー
ト
や
書
簡
を
集
成
し
た
『
ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
タ
ー
キ
ー
の
錬
金
術
的
な
実
験
ノ
ー
ト
と
書
簡
』（
二
〇
〇
四
年
）
を
出

版
す
る（

（
（

。
こ
れ
ら
の
成
果
に
先
立
っ
て
、
二
人
は
本
書
の
議
論
に
決
定
的
な
役
割
を
は
た
す
二
本
の
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。「
錬

金
術
vs
化
学
：
歴
史
学
的
な
誤
り
の
語
源
学
的
な
起
源
」（
一
九
九
八
年
）
と
「
錬
金
術
の
歴
史
学
に
お
け
る
幾
つ
か
の
問
題
」（
二

〇
〇
一
年
）
だ（

（
（

。
一
番
目
の
論
文
は
、
初
期
近
代
に
お
け
る
「
高
貴
な
る
技
」
を
錬
金
術
と
化
学
に
区
分
す
る
こ
と
で
生
じ
る
歴
史

学
上
の
諸
問
題
を
指
摘
し
、
双
方
を
包
含
す
る
知
の
伝
統
を
当
時
の
綴
り
「
キ
ミ
ア
」
と
い
う
用
語
で
表
現
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る（

（
（

。

こ
の
提
案
は
専
門
家
た
ち
に
歓
迎
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
二
〇
年
近
く
が
た
っ
た
現
在
、
キ
ミ
ア
は
学
術
用
語
と
し
て
一
般
的
に
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
番
目
の
論
文
は
、
現
代
社
会
に
幅
ひ
ろ
く
流
布
し
て
い
る
錬
金
術
に
た
い
す
る
多
様
な
誤
解
・
誤
信
を
、
と

く
に
一
八
世
紀
か
ら
現
代
に
い
た
る
流
れ
の
な
か
で
分
析
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
書
の
第
四
章
の
土
台
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
著
者
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
あ
る
科
学
史
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
（
旧
ケ
ミ
カ
ル
・
ヘ
リ
テ
イ
ジ
財
団
）
の
相
談
役
と
し

て
も
数
々
の
貢
献
を
し
、
二
〇
〇
六
年
に
は
大
型
の
国
際
会
議
を
主
催
し
て
、
そ
の
成
果
は
論
文
集
『
キ
ミ
ス
ト
と
キ
ミ
ア
』（
二

〇
〇
七
年
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た（

（
（

。
本
書
の
原
著
は
、
科
学
史
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
の
叢
書
『
シ
ン
テ
シ
ス
』Synthesis

の
一

冊
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
を
彩
る
図
版
に
も
、
同
研
究
所
の
所
蔵
品
を
大
い
に
利
用
し
て
い
る
。
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『
科
学
革
命
』
と
本
書
の
執
筆
に
並
行
し
て
、
著
者
は
パ
リ
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
け
る
キ
ミ
ス
ト
た
ち
の
活
動
を
研
究
し
て

い
る
。
そ
の
成
果
は
、
つ
ぎ
の
著
作
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ホ
ン
ベ
ル
ク
と
キ
ミ
ア
の
変
容
』（
近
刊
予
定
）
で
ま
と
め
ら
れ
る
だ
ろ

う
（
（
（

。
第
一
作
が
ロ
ン
ド
ン
の
王
立
協
会
に
ふ
か
く
関
与
し
た
ボ
イ
ル
を
中
心
と
す
る
人
々
の
「
高
貴
な
る
技
」
に
つ
い
て
の
関
心
と

活
動
を
描
い
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
今
作
は
パ
リ
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
け
る
隠
さ
れ
た
錬
金
術
の
実
践
に
つ
い
て
の
書
物
と
な

る
だ
ろ
う
。
科
学
史
研
究
に
お
け
る
衝
撃
度
は
、
第
一
作
と
同
様
に
大
き
い
は
ず
だ
。
科
学
革
命
の
推
進
力
と
な
っ
た
ロ
ン
ド
ン
の

王
立
協
会
と
パ
リ
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
双
方
で
、
会
員
た
ち
が
賢
者
の
石
を
探
究
し
て
い
た
こ
と
が
明
確
に
な
れ
ば
、
従
来
の
歴

（
2
）　Law

rence M
. Principe, 

“Chem
ical T

ranslation and the Role of Im
purities in A

lchem
y: Exam

ples from
 Basil V

alentineʼs 
T

rium
ph-W

agen,

” Am
bix 34 （1987

）, 21-30.

（
3
）　Law

rence M
. Principe, T

he A
spiring A

dept: R
obert Boyle and H

is A
lchem

ical Q
uest 

（Princeton: Princeton U
niversity 

Press, 1998

）.

（
4
）　W

illiam
 R. N

ew
m

an &
 Law

rence M
. Principe, A

lchem
y T

ried in the Fire: Starkey, Boyle, and the Fate of H
elm

ontian 
Chym

istry 

（Chicago: U
niversity of Chicago Press, 2002

）; idem
 

（eds.

）, T
he A

lchem
ical Laboratory N

otebooks and Correspon- 
dence of G

eorge Starkey （Chicago: U
niversity of Chicago Press, 2004

）.

（
5
）　W

illiam
 R. N

ew
m

an &
 Law

rence M
. Principe, 

“Alchem
y vs. Chem

istry: T
he Etym

ological O
rigins of a H

istoriographic 
M

istake,

” Early Science and M
edicine 3 

（1998

）, 32-65; Law
rence M

. Principe &
 W

illiam
 R. N

ew
m

an, 

“Som
e Problem

s in 
the H

istoriography of A
lchem

y,

” in Secrets of N
ature: A

strology and A
lchem

y in E
arly M

odern E
urope, ed. W

illiam
 N

ew
m

an 
&

 A
nthony Grafton （Cam

bridge, M
A

: M
IT

 Press, 2001
）, 385-434.

（
6
）　
「
キ
ミ
ア
」chym

ia

は
錬
金
術
と
化
学
を
恣
意
的
に
区
別
せ
ず
、
双
方
を
包
含
す
る
知
の
伝
統
を
さ
す
。

（
7
）　Law

rence M
. Principe 

（ed.

）, Chym
ists and Chym

istry: Studies in the H
istory of A

lchem
y and E

arly M
odern Chem

istry 

（Sagam
ore Beach, M

A
: Science H

istory Publications, 2007

）.

（
8
）　Law

rence M
. Principe, W

ilhelm
 H

om
berg and the T

ransm
utations of Chym

istry

の
近
刊
が
待
た
れ
る
。
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史
観
を
大
き
く
揺
さ
ぶ
る
に
違
い
な
い
。

　

著
者
が
本
書
の
な
か
で
何
度
も
く
り
返
し
て
い
る
よ
う
に
、
錬
金
術
は
頭
と
手
の
両
方
を
駆
使
す
る
営
み
で
あ
り
、
理
論
と
実
践

の
密
接
な
相
互
作
用
か
ら
な
り
た
つ
。
こ
の
伝
統
の
歴
史
を
研
究
す
る
学
者
に
と
っ
て
も
、
理
論
だ
け
で
は
解
明
で
き
な
い
こ
と
が

非
常
に
多
く
、
実
践
だ
け
に
集
中
し
て
も
見
通
し
は
獲
得
し
に
く
い
。
理
論
と
実
践
の
双
方
に
深
い
理
解
を
も
つ
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
歴
史
と
科
学
の
両
分
野
に
秀
で
て
い
る
著
者
の
異
才
は
、
ま
さ
に
錬
金
術
史
を
研
究
す
る
の
に
最
適
だ
ろ
う
。

　

本
書
の
第
一
章
で
は
、
ま
ず
西
洋
に
お
け
る
錬
金
術
の
起
源
を
あ
つ
か
う
。
と
く
に
紀
元
後
三
〇
〇
年
ご
ろ
に
ギ
リ
シ
ア
文
化
が

支
配
的
な
エ
ジ
プ
ト
で
活
動
し
た
ゾ
シ
モ
ス
に
光
を
あ
て
て
鋭
い
洞
察
力
を
発
揮
し
、「
高
貴
な
る
技
」
の
核
と
な
る
ク
リ
ソ
ペ
ア

が
依
拠
す
る
考
え
や
実
践
が
説
明
さ
れ
る（

（
（

。
第
二
章
で
は
、
ギ
リ
シ
ア
的
な
エ
ジ
プ
ト
で
生
ま
れ
た
「
ケ
メ
イ
ア
」
の
ア
ラ
ビ
ア
語

圏
で
の
受
容
と
展
開
を
あ
つ
か
う（

（1
（

。
有
名
な
ジ
ャ
ー
ビ
ル
問
題
に
焦
点
を
あ
わ
せ
、
ジ
ャ
ー
ビ
ル
に
帰
さ
れ
る
著
作
群
か
ら
文
字
ど

お
り
に
第
五
精
髄
を
抽
出
し
て
い
る（

（1
（

。
そ
し
て
第
三
章
で
は
、「
ア
ル
・
キ
ミ
ア
」
の
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
変
容
を
あ
つ
か

う
（
（1
（

。
ジ
ャ
ー
ビ
ル
問
題
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
版
で
あ
る
ゲ
ベ
ル
問
題
を
解
説
し
、
こ
の
仮
面
に
隠
さ
れ
た
人
物
の
理
論
と
実
践
に
お
け
る

鍵
を
お
さ
え
る
。
つ
づ
く
ル
ペ
シ
ッ
サ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
か
ら
偽
ル
ル
ス
や
『
賢
者
た
ち
の
バ
ラ
園
』
に
い
た
る
叙
述
の
巧
み
さ
に
は
驚

愕
さ
せ
ら
れ
る
。
一
八
世
紀
か
ら
現
代
ま
で
の
錬
金
術
の
「
再
解
釈
」
を
あ
つ
か
う
第
四
章
は
、
他
に
類
を
見
出
せ
な
い
鮮
や
か
さ

で
、
現
代
に
流
布
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
誤
解
の
原
因
を
ひ
も
解
い
て
く
れ
る
。
と
く
に
錬
金
術
は
、
神
秘
主
義
だ
と
い
う
一
九
世
紀
に

生
ま
れ
た
大
き
な
誤
信
を
そ
の
根
本
か
ら
正
し
て
い
る
。

　

本
書
の
核
心
に
あ
た
る
第
五
章
か
ら
第
七
章
は
、
黄
金
期
で
あ
る
初
期
近
代
の
「
キ
ミ
ア
」
を
あ
つ
か
う
。
ま
ず
第
五
章
で
は
、

一
見
し
て
混
乱
に
み
ち
て
い
る
賢
者
の
石
と
金
属
変
成
を
め
ぐ
る
多
様
な
考
え
を
手
際
よ
く
整
理
し
て
解
説
す
る
。
こ
れ
は
他
の
専

門
家
た
ち
の
議
論
に
も
見
出
せ
な
い
、
第
一
人
者
に
よ
る
貴
重
な
分
析
だ
。
つ
づ
く
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
主
義
と
「
ケ
ミ
ア
ト
リ
ア
」
に

つ
い
て
の
考
察
も
、
非
常
に
有
益
な
も
の
と
な
っ
て
い
る（

（1
（

。
著
者
の
原
点
そ
の
も
の
で
も
あ
る
第
六
章
で
は
、
初
期
近
代
の
キ
ミ
ア
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に
典
型
的
な
高
度
に
暗
号
化
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
を
分
析
し
、
そ
こ
に
隠
さ
れ
て
い
る
実
際
の
化
学
操
作
や
物
質
の
反
応
を
、
ま
る
で

探
偵
の
よ
う
に
解
読
し
て
い
る
。
最
後
に
第
七
章
で
は
、
初
期
近
代
の
キ
ミ
ア
が
ど
の
よ
う
に
当
時
の
知
の
枠
組
み
や
宗
教
と
関
係

し
、
芸
術
や
文
学
、
演
劇
な
ど
に
影
響
を
あ
た
え
た
の
か
を
描
き
だ
し
、
当
時
の
知
識
人
た
ち
の
世
界
観
・
宗
教
観
を
キ
ミ
ア
と
い

う
例
を
も
ち
い
て
解
釈
す
る
。
驚
く
こ
と
に
筆
者
の
分
析
は
、
神
意
が
眼
に
み
え
な
い
か
た
ち
で
日
常
的
に
遍
在
す
る
と
信
じ
て
い

た
ル
ネ
サ
ン
ス
や
初
期
近
代
の
人
々
の
心
性
に
ま
で
お
よ
ぶ
。
錬
金
術
に
直
接
の
関
心
を
も
た
ず
と
も
、
ル
ネ
サ
ン
ス
・
バ
ロ
ッ
ク

の
文
化
に
興
味
を
も
つ
人
間
す
べ
て
に
と
っ
て
非
常
に
刺
激
的
な
議
論
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
書
で
く
り
返
し
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
、
い
か
な
る
歴
史
現
象
も
テ
ク
ス
ト
も
「
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
文
脈
に
お
い
て
分
析
し
て

こ
そ
、
歴
史
学
的
に
正
し
い
理
解
を
え
ら
れ
る
」
と
い
う
点
が
あ
る
。
そ
こ
で
少
し
大
き
な
文
脈
に
著
者
の
業
績
を
位
置
づ
け
て
み

よ
う
。
錬
金
術
あ
る
い
は
キ
ミ
ア
の
歴
史
研
究
は
一
九
九
〇
年
代
ま
で
お
も
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
細
々
と
展
開
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は

Ａ
・
Ｇ
・
デ
ィ
ー
バ
ス
が
ほ
ぼ
孤
軍
奮
闘
な
が
ら
、
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
主
義
に
つ
い
て
探
究
し
て
い
た（

（1
（

。
九
〇
年
代
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
地
で
大
型
の
国
際
会
議
が
開
か
れ
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
し
た
論
文
集
が
出
版
さ
れ
て
、
各
国
に
分
散
し
て
い
た
研
究
者
た
ち
が

交
流
を
ふ
か
め
、
た
が
い
の
活
動
か
ら
大
き
な
刺
激
を
う
け
る
。
こ
れ
が
本
書
で
語
ら
れ
る
錬
金
術
の
「
第
三
の
復
活
」
の
起
源
だ
。

（
9
）　
「
ク
リ
ソ
ペ
ア
」chrysopoeia

は
、
造
金
術
の
こ
と
。

（
10
）　
「
ケ
メ
イ
ア
」chem

eia

は
、
錬
金
術
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
語
名
。

（
11
）　
「
第
五
精
髄
」quinta essentia

は
、
広
義
に
は
事
物
の
選
び
ぬ
か
れ
た
エ
ッ
セ
ン
ス
（
本
質
）
を
意
味
す
る
。

（
12
）　
「
ア
ル
・
キ
ミ
ア
」al-kīm

iyāʼ

は
、
錬
金
術
の
中
世
ア
ラ
ビ
ア
語
名
。

（
13
）　
「
ケ
ミ
ア
ト
リ
ア
」chem

iatria

は
、
化
学
的
な
手
法
を
採
用
す
る
医
学
・
薬
学
の
ラ
テ
ン
語
名
。

（
14
）　

拙
論
「
西
欧
中
世
・
近
世
化
学
史
の
研
究
動
向
」『
科
学
史
研
究
』
第
四
〇
巻
（
二
〇
〇
一
年
）、
六
五
─
七
四
頁
。
Ａ
・
Ｇ
・
デ
ィ
ー
バ
ス

『
近
代
錬
金
術
の
歴
史
』
川
﨑
勝
・
大
谷
卓
史
訳
（
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
）
も
参
照
。
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
の
中
心
人
物
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
リ
ェ
ー
ジ
ュ
を
本
拠
地
と
す
る
Ｒ
・
ア
レ
ウ
だ
っ
た（

（1
（

。
上
述
の
ニ
ュ
ー
マ
ン
は
彼
に

師
事
し
、
ゲ
ベ
ル
問
題
を
解
決
す
る
大
発
見
と
と
も
に
頭
角
を
あ
ら
わ
す
。
こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
出
現
し
た
の
が
、
著
者
の

『
達
人
志
望
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
当
時
、
錬
金
術
の
研
究
に
た
い
し
て
は
大
き
な
偏
見
が
の
こ
っ
て
お
り
、
真
面
目
な
歴
史
家

た
ち
の
集
ま
る
国
際
会
議
に
お
い
て
も
、
無
理
解
者
の
嘲
笑
に
出
会
う
こ
と
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
本
書
が
指
摘
す
る
と
お

り
、
現
在
で
は
科
学
史
に
お
い
て
錬
金
術
は
注
目
の
的
で
あ
り
、
非
常
に
「
熱
い
」
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
変
化
に
た
い
す

る
著
者
と
ニ
ュ
ー
マ
ン
の
双
璧
に
よ
る
貢
献
は
、
は
か
り
知
れ
な
い
。

　

こ
の
流
れ
に
与
す
る
重
要
な
最
近
作
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。
第
一
章
で
議
論
さ
れ
る
偽
デ
モ
ク
リ
ト
ス
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
・
マ

ル
テ
ッ
リ
に
よ
る
『
偽
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
四
書
』（
二
〇
一
四
年
）
が
あ
る（

（1
（

。
ギ
リ
シ
ア
語
の
原
典
テ
ク
ス
ト
だ
け
で
は
な
く
、
シ
リ

ア
語
に
翻
訳
さ
れ
て
残
存
し
て
い
る
断
片
も
考
慮
し
て
い
る
点
で
注
目
に
値
す
る
。
第
四
章
と
第
五
章
に
登
場
す
る
リ
バ
ヴ
ィ
ウ
ス

は
、
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
主
義
者
た
ち
を
批
判
し
つ
つ
も
、
伝
統
的
な
ク
リ
ソ
ペ
ア
を
擁
護
し
、
そ
の
地
位
を
高
め
よ
う
と
し
た
重
要
人

物
だ
。
彼
に
つ
い
て
の
決
定
的
な
研
究
書
が
、
Ｂ
・
Ｔ
・
モ
ー
ラ
ン
に
よ
る
『
リ
バ
ヴ
ィ
ウ
ス
と
錬
金
術
の
変
容
』（
二
〇
〇
七
年
）

と
な
る（

（1
（

。
第
七
章
で
言
及
さ
れ
る
「
企
業
家
的
キ
ミ
ス
ト
」
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
・
ニ
ュ
ー
メ
デ
イ
ル
の
『
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
け

る
錬
金
術
と
権
威
』（
二
〇
〇
七
年
）
が
詳
し
く
、
キ
ミ
ア
に
よ
る
改
良
計
画
を
提
案
し
た
人
々
と
当
時
の
政
治
権
力
の
関
係
を
あ
つ

か
っ
て
い
る（

（1
（

。
上
記
の
ニ
ュ
ー
マ
ン
に
よ
る
野
心
作
『
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
野
望
：
錬
金
術
と
完
璧
な
自
然
の
探
究
』（
二
〇
〇
四
年
）

と
『
原
子
と
錬
金
術
：
キ
ミ
ア
と
科
学
革
命
の
経
験
的
な
起
源
』（
二
〇
〇
六
年
）
は
大
成
功
を
お
さ
め
、
他
の
領
域
の
研
究
へ
の
影

響
も
大
き
い（

（1
（

。
と
く
に
前
者
は
幅
ひ
ろ
い
読
者
の
関
心
に
訴
え
る
も
の
だ
ろ
う
。
ま
た
彼
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
錬
金
術
に
つ
い
て
の

集
大
成
的
な
研
究
書
『
錬
金
術
師
ニ
ュ
ー
ト
ン
：
科
学
、
謎
そ
し
て
自
然
の
秘
め
ら
れ
た
火
の
探
究
』（
近
刊
予
定
）
を
準
備
し
て

い
る（

（2
（

。

　

一
九
九
四
年
に
、
私
は
博
士
論
文
を
執
筆
す
る
た
め
に
「
第
三
の
復
活
」
の
震
源
地
で
あ
る
ベ
ル
ギ
ー
の
リ
ェ
ー
ジ
ュ
に
わ
た
り
、
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現
地
の
指
導
教
官
に
た
い
し
て
世
界
中
か
ら
よ
せ
ら
れ
る
研
究
動
向
に
触
れ
ら
れ
る
幸
運
を
え
た
。
か
な
り
早
い
段
階
で
ニ
ュ
ー
マ

ン
の
研
究
を
知
り
、
自
分
も
こ
の
大
き
な
運
動
の
な
か
に
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
科
学
革
命
の
巨
人
ボ
イ
ル

が
錬
金
術
に
傾
注
し
て
い
た
事
実
を
詳
述
す
る
著
者
の
『
達
人
志
望
』
か
ら
う
け
た
衝
撃
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
仲
間
の
あ
い
だ
で

「
ラ
リ
ー
」
と
い
う
呼
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
著
者
に
実
際
に
出
会
っ
た
の
は
、
九
九
年
に
私
の
第
二
指
導
教
官
の
招
聘
で
彼
が
北

フ
ラ
ン
ス
の
リ
ー
ル
大
学
を
訪
れ
た
と
き
だ
っ
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
五
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ル
ド
ー
で
開
催
さ
れ
た
ボ
イ
ル
の
自
然

哲
学
に
つ
い
て
の
国
際
会
議
で
再
会
し
、
出
版
さ
れ
た
ば
か
り
の
私
の
著
作
を
手
渡
せ
た
の
は
感
慨
ぶ
か
い
。
つ
づ
い
て
二
〇
〇
六

年
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
の
国
際
会
議
に
招
待
さ
れ
、
私
の
発
表
も
彼
が
編
纂
す
る
論
文
集
に
収
録
さ
れ
る（

（2
（

。
そ
れ
以
来
、
著
者

と
は
国
際
会
議
な
ど
で
頻
繁
に
顔
を
あ
わ
せ
る
よ
う
に
な
る
。
だ
か
ら
本
書
の
邦
訳
計
画
が
も
ち
あ
が
っ
た
二
〇
一
三
年
に
、
著
者

（
15
）　Robert H

alleux, Les textes alchim
iques （T

urnhout: Brepols, 1979

） 

と
一
九
八
〇
年
代
の
一
連
の
研
究
を
参
照
。

（
16
）　M

atteo M
artelli （ed.

）, T
he Four Books of Pseudo-D

em
ocritus （London: Routledge, 2014

）.

（
17
）　Bruce T

. M
oran, A

ndreas Libavius and the T
ransform

ation of A
lchem

y: Separating Chem
ical Cultures w

ith Polem
ical 

Fire （Sagam
ore Beach, M

A
: Science H

istory Publications, 2007

）.

（
18
）　T

ara N
um

m
edal, A

lchem
y and A

uthority in the H
oly R

om
an E

m
pire （Chicago: U

niversity of Chicago Press, 2007

）.

（
19
）　W

illiam
 R. N

ew
m

an, Prom
ethean A

m
bitions: A

lchem
y and the Q

uest to Perfect N
ature 

（Chicago: U
niversity of Chicago 

Press, 2004

）; idem
, A

tom
s and A

lchem
y: Chym

istry and the E
xperim

ental O
rigins of the Scientific R

evolution 

（Chicago: 
U

niversity of Chicago Press, 2006

）.

（
20
）　W

illiam
 R. N

ew
m

an, N
ew

ton the A
lchem

ist: Science, E
nigm

a, and the Q
uest for N

atureʼs Secret Fire

は
、
か
な
り
の
大
部

に
な
る
予
定
だ
と
い
う
。

（
21
）　H

iro H
irai, Le concept de sem

ence dans les théories de la m
atière à la R

enaissance: de M
arsile Ficin à Pierre G

assendi 

（T
urnout: Brepols, 2005

）; idem
, 

“Kircherʼs Chym
ical Interpretation of the Creation and Spontaneous Generation,

” in Principe 

（2007

）, 77-87.
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自
身
が
私
を
翻
訳
者
に
指
名
し
た
の
は
自
然
な
流
れ
だ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
実
際
の
出
版
は
非
常
に
遅
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、

著
者
な
ら
び
に
本
邦
の
読
者
諸
氏
に
も
お
詫
び
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

邦
訳
版
の
作
成
に
あ
た
っ
て
多
く
の
人
々
に
助
け
ら
れ
た
こ
と
を
、
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
し
た
い
。
東
京
大
学
大
学
院
の
加
藤

聡
君
に
は
、
訳
出
の
終
わ
っ
た
全
原
稿
に
眼
を
と
お
し
て
表
記
の
不
統
一
な
ど
を
指
摘
し
て
い
た
だ
い
た
。
彼
の
細
心
か
つ
丁
寧
な

コ
メ
ン
ト
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
毎
回
の
よ
う
に
図
版
の
調
整
は
ク
レ
ア
・
ヒ
ラ
イ
さ
ん
の
手
に
よ
る
も
の
だ
。
今
回
は
幾

つ
か
の
チ
ャ
ー
ト
も
作
成
い
た
だ
い
た
。
彼
女
の
勤
務
先
で
あ
る
科
学
史
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
に
も
、
高
解
像
度
の
図
版
の
入
手

で
お
世
話
に
な
っ
た
。
幾
つ
か
の
カ
ラ
ー
図
版
は
、
原
著
に
収
録
さ
れ
た
も
の
よ
り
も
高
品
質
の
特
殊
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
、
非
常

に
高
画
質
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
邦
訳
版
を
辛
抱
づ
よ
く
待
っ
て
い
た
だ
い
た
読
者
諸
氏
へ
の
特
典
と
な
る
だ
ろ
う
。
勁
草
書
房

の
関
戸
詳
子
さ
ん
に
は
、
素
晴
ら
し
い
書
物
が
読
者
に
届
く
よ
う
最
善
の
配
慮
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
今
回
も
美
し
い
装
丁
は
、
岡

澤
理
奈
さ
ん
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
だ
。

　

原
著
は
博
識
で
多
言
語
に
わ
た
る
複
雑
な
内
容
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
文
体
や
表
現
は
で
き
る
だ
け
平
易
に
な
る
よ
う
に
心
が
け
た
。

自
分
が
本
邦
で
う
け
た
科
学
教
育
が
、
こ
ん
な
に
も
役
立
つ
と
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
が
、
高
度
な
現
代
化
学
の
用
語
の
理
解
に
は

不
備
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
さ
ら
に
訳
文
の
確
認
に
は
細
心
の
注
意
を
傾
け
た
が
、
著
者
特
有
の
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
た
表
現
を

訳
し
そ
ん
じ
て
い
る
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
。
読
者
諸
氏
に
は
寛
容
を
も
っ
て
臨
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
だ
。

二
〇
一
八
年
五
月　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
て




